
・実はとってもお得な人参 2Ｌ 

四つ並んでいる人参の画像は左から L-S/330gp、L-S/400gp、 

２L2本 p、２L3本 p となります。 

見てわかる通り迫力が全然違います。見た目で 1.5倍ほど、量目では 

2本 pなら 1.25倍～1.3倍、3本 pなら 1.5倍～1.7倍の違いとなります。 

価格で計算してみると 400gpなら 36.25円/p、330gpなら 40.9円/p、 

2L2本 pなら最低でも 32円/p、2L3本 pなら 30.6円/p です。 

330gp と 2L3本 p を比較すると 100g あたり 10.3円もの差となります。 

これは納品価格での比較であり、 

具体的に店頭売価で当てはめて考えてみようと思います。 



330gp と 400gpなら 198円、2L2本 pなら 248円、 

3Lなら 348円ではさすがに売れにくいでしょうから 298円というところでしょうか。 

330gp と 400gp の場合それぞれ粗利額が 63円と 53円。2L2本 pなら 88円。 

2L3本 pなら 68円(仮に 348円で販売していたら 118円)。 

粗利率はそれぞれ 31.9％、26.8％、35.5％、22.9％(34％)です。 

粗利額・粗利率で考えると 1パックあたりもっともお得なのは 

2L2本ということになるのでしょうか。 

 

ただ、いきなりこれを今までの市場品の隣においても価格差があるので 

当たり前ですが安い市場品の方が多く売れることになります。 

そこでこの価格差を埋めるために必要なものが情報です。 

なぜ、この価格なのかをしっかり説明できれば 

高くても消費者の方が買う動機にはなります。 

この人参に限った話ではありませんが、 

一つは農薬などの使用状況がはっきりしているということ。 

多くの消費者にとってやはり農薬というものは少ない方が、いいものではないでしょうか。 

それを数値でしっかりと管理しているとわかるようにできるのは、 

安心できるものと思います。 

もう一つは具体的に数値で味が示されるということ。 

スイカを例にだすとわかりやすいですが、 



ただ『甘い』と表現するよりも実際に糖度を出して 

その糖度と一緒に『甘い』と表現すれば消費者の方も納得できます。 

価格差を商品の質と情報で埋めてしまえば購入してもらえる可能性は高くなります。 

            

これら情報をしっかりと提示できる商品を武器に色々品ぞろえの 

バリュエーションをふやしてはいかがでしょうか。(吉田麻衣) 

 

・青森県産 特別栽培 津軽りんごサンふじ 

弊社の取り扱っている青森県のりんごでは、 

しばしば色目が薄いのではという問い合わせを受けることが御座います。 

この答えとしては、単純に葉を取らない為、りんごに日光が当たり難いが故に、 

赤く色づき難くなるということです。 

では、葉を取ってしまえ、実に日光が当たり赤く色付くだろうという。 

ということになろうかと思いますが、斎藤農園さんは敢えて葉を残す選択を取っており、 

この二つの画像を見て頂ければ、葉を取っていないことがよくわかるかと思います。 



では、これは何故か。 

りんごは光合成することで、必要な栄養分を作り出し実に届けることができ、 

その結果、美味しいりんごに育てることが可能となります。 

りんごを美味しく作るには、光合成に必要な葉を沢山残す必要があるが、 

葉が多く残っていれば、実に光が当たりにくくなり、色目にムラが出来やすくなってしまいます。 

弊社は斎藤農園さんの味をメインにした栽培を後押ししたく思っております。 

そのため、これを表現する為に色付きよりも美味しさを優先したりんごです。 

というコト POP を作成致しました。 

一度食べて頂ければと思います。（有安海） 

  



・熊本県産 特別栽培 吉田さんのしらぬい 

先日、『熊本県産 特別栽培 吉田さんのしらぬい』の糖度測定をしました。 

結果は 16.5度と、高い数値です。 

写真を見ても分かりますが、 

果肉がつやつやと輝いていて、見るからに美味しそうですね。 

見るからにと言いましたが、実際美味しかったです。 

やはり、美味しく感じるものは、見た目も普通のものとは違い、 

チカラのようなものを感じます。 

 

『しらぬい』 は、『デコポン』 と同じ品種です。 

ただし、「糖度 13度以上、酸度 1度以下」 かつ、 

JA から出荷されるものだけに、デコポン という名称を使用することが出来ます。 

この基準から考えますと、今回測定した 『しらぬい』 は、 

糖度だけでも充分な高さであると言えるかと思います。 

もちろん、すべての個体がこの糖度であると保証すものではありませんが、 

美味しさをアピールできる充分な理由になるかと思います。 



試食した時、私個人の感想では、酸味はそこまで感じませんでしたが、 

産地の吉田レモニー様曰く、まだ酸味が抜けきっていないとのことで、 

一つずつ丁寧に個包装し、保管されているそうです。 

収穫してからも、いちばん美味しい状態になるまで、丹念に育てておられます。 

登場予定は w13 からですが、是非とも宜しくお願い致します。(販促部:渡部智加) 

 

・私の自慢がひとつ消えます 

思い出話しをしても仕方がありませんが、 

森さんという生産者の私が今まで探しに探してきましたが、 

これ以上に勝るニラはありませんでした。 

初めての出会いは、今の森さんのお父さん、好晴さんとの出会いでした。 

農協、雲仙農協だったかな、其処の営農をされていたそうです。 

長崎県なので、GHQ率いる米軍が駐留していて、 

彼らが食べるレタスやブロッコリーという野菜も、 

栽培を促されて他県より早くに農協として取り組まれたそうです。 

確か、55歳で当時は定年制度を全うされたのだと思いますが、 

農協という組合組織で色々御苦労されたらしく、 

退職すれば自由に自分の意思で動けるよう、 

個人事業として、ニラの栽培に取り組むことにされました。 

高知県に勉強に行かれたり、努力をされた結果いよいよスタートされる事になった事を、 

営農指導員をしていた関係で、地元の農家の皆さんが聞きつけて、 

『それなら、自分も一緒にさせてもらえないか』 と、いつの間にか仲間が出来てしまいました。 

それも、持って生まれた定めなのでしょうね。 

好むと好まざるとに関わらず、ひとが集まってしまう星というのがあるのでしょうか。 

それで、近くの 『日本名水百選』 に選ばれている、 

『轟峡の名水』 を使用して栽培する事から、 

『名水にら研究会』 という名で、グループでスタートされました。 



当時はアルファーも青果においては駆け出しで、 

熊本県植木市だったと思いますが、『水の子』 という、 

畳表イグサの産地ですが、イグサだけではなくということで、 

仲間が集まり、有機農業を志す生産者グループのお世話になっていました。 

代表の植村さんと仰ったと思いますが、 

私に『月間致知』を読むように進めて下さった方が代表でした。 

この方が森好晴さんと、何処かで繋がっておられて、 

それで 『名水にら』 の紹介がありました。 

ところが、業務的に漏れが重なり、お客様に迷惑をお掛けする事が度々になりました。 

そこで、森好晴さんと直接されては如何ですかと、植村さんから提案があり、 

それでは、と、植村さんが御一緒下さり、森好晴さんの御自宅に出掛けました。 

 

それが、私が 40歳になるか為るか為らないかの頃でしたので、 

彼此 30年ほどのお付き合いだったという事になります。 

  

結局、早くに好晴さんは引退され、 

スター度時点で息子さんを呼び戻されて、一緒にされていましたが、 

息子さんに移った時からか、いつの間にか森農園として単独でされていた様子でした。 

息子さんに移ってから、『産直』 というテーマがぼやけて来ました。 

逆に、『産直』 というテーマが、ハッキリしたのかもしれません。 

『定額・定量』 という難しさが大きな問題として、当初から横たわっていました。 

市場が中心で動くスーパーマーケット業態において、 

比較販売となる市場相場が動くなかで、 

価格も定額、量も毎週一定量となれば、これは成立しませんでした。 

考えてみれば、矛盾を当初から抱えていたことになります。 

 

互いに意見の食い違いも従って発生していましたが、 



何とかこれもお互いあまり深く追求しないことで、 

今まで、継続する事が出来て来ました。 

当社でも、定量ではありませんが、予め月半ばには次月の取り組み量が定まる運営が、 

そろそろ見え始めた時期でもあります。 

これは、納品する側もその時点で、約束した量を一定程度守る必要があります。 

昨年末頃、次の作は順調なので、沢山売ってもらえるとありがたいと話しがありました。 

それで、私どももアチコチ声を掛けていました。 

  

ところが、折悪く、今年はニラの相場は高値が続いています。 

一端は増量を引き受けて頂いていましたが、何が何処でどうなったのか、 

その旨を話ししても、 

『今は、市場が 80円しているから、それゃ何処でも欲しがりますよ』 との事で、 

次の内容は、『来週はとりあえず 10 箱ずつでも送っておきます』 で、終わってしまいました。 

これでは、せっかく新たな地平が見えてきたにもかかわらず、それが幻に終わってしまいます。 

農家の言い分も、すごく理解できます。 

でも、私どもも、お客さまとの約束あっての事業ですから、 

先行きが見えなくなってしまいました。 

 

そこで、私が出した結論は、この関係性の継続は、今後困難になった となりました。 

まことに、申し訳ございませんが、今まで長くこの森さんの名水にらを評価して頂き、 

市場相場の変動にもかかわらず、常に店舗で売れる分を御発注頂いていた企業様には、 

言い訳のしようもございません。 

また、新たに取り組みを始めて頂きました企業様には、 

勧めるだけ、勧めておいてという結果になり、誠に申し訳ございません。 

  

名水にらは、ここで終了する事になりました。 

私自身は、森さんのニラに勝るニラは無いと思っていますので、 



次のニラを探す気にはなりません。 

私が社長をしている限り、アルファーで韮を扱う事は無いと思います。 

 

残念です。 

 

・北海道産十勝の玉ねぎのご連絡 

W11 からご案内しておりました十勝の玉ねぎですが、産地都合がつかなくなり 

急遽美幌の玉ねぎでの代替手配となりました。 

御注文を頂いていました店舗様にはご迷惑をおかけし、申し訳ございませんが 

宜しくお願い致します。(吉田麻衣) 

 

・寒さの影響が強く出てきています 

言い訳にもなりませんが、九州産に限らず先日までの寒さの影響が強く出ています。 

今週ｗ１１でご案内していました、 

『宮崎県産特別栽培山内さんの新玉ねぎ』・『宮崎県産須川さんのパプリカ』・ 

『宮崎県産特別栽培誠のミニトマト小鈴』・『熊本県産木下さんの濃厚ミニトマト』が 

御注文頂きました量が全然取れず、 

大変申し訳ございませんが欠品の状態となります。 

            

今週より気温が暖かくなる予報なので収穫量も上がってくると思いますが 

それまでご迷惑をおかけする事、深くお詫び申し上げます。(吉田麻衣)   

 

・新登場 

           高知県産 特別栽培 四万十源流赤生姜 150g 

           兵庫県産        養父養生にんにく金郷純白 S2玉 p 

           北海道産        美幌の玉ねぎ L 

 



・商品案内変更 

           兵庫県産        養父養生にんにく 2L・・・在庫僅少 

           宮崎県産        須川さんのパプリカ赤・黄・・・w15再開予定 

           熊本県産        木下さんの濃厚ミニトマト・・・数量調整の可能性あり 

           宮崎県産 特別栽培 誠のミニトマト小鈴・・・数量調整の可能性あり 

           沖縄県産 特別栽培 屋宜さんの塩セロリ・・・特売終了 

           高知県産 特別栽培 山本さんのミネラルピーマン・・・価格変更。値下げ。 

           愛媛県産        岡野さんの瀬戸内レモン・・・再開延期 

           熊本県産 特別栽培 吉田さんの不知火・・・新登場延期 

           熊本県産        興梠さんのさつまいも・・・在庫僅少 

           鹿児島産 特別栽培 井出さんの新じゃがいも LM・・・価格変更。値下げ 

 

・終了 

           兵庫県産        養父養生にんにく金郷純白 M 

           茨城県産 有機栽培 八郷ねぎ 

           鹿児島産 特別栽培 甘さきわだつそら豆 

           鹿児島産        高橋さんの新じゃがいも３L 

           鹿児島産        高橋さんの新じゃがいも LM 

           長崎県産        森さんの名水ニラ 

 

・３月新登場予定 

           熊本県産 特別栽培 吉田さんの不知火・・・ｗ13予定に延期 

 

・４月新登場予定 

           沖縄県産 特別栽培 粟野さんのスナックパイン・・・w15予定 

           沖縄県産 特別栽培 粟野さんのピーチパイン・・・w15予定 

           長崎県産 特別栽培 なんぶ新玉ねぎ・・・w15予定 



           宮崎県産 特別栽培 誠のブロッコリー・・・w16予定 

米国産 有機栽培 Organic樹成り熟成アボカド・・・w18予定 

 

今週も、御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 

 


